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間柱45×105

開口部
（      枠のみ・障子なし）
躯体の内法寸法
W:1715×H：1395

桁210×105 受け材45×105

(単位:mm)

柱・土台105×105
スギ製材E70

柱側面折返し塗り
下地も同様に折り返し

      1010F@100
（F線、足の長さ10mm）

          8kg/巻or430
重ね幅90mm、      @300

  下地板
(幅75x厚12、目透幅25mm)

留め付け方法：N50各2本

平  （F450）

砂    （厚20mm）

外壁（左官仕上げ）

内壁
せっこうボード（厚9.5mm）
留め付け方法：GN32
周辺部@150、中央部@200

試験体A：    直張り構法（現場仕様）

躯体

在来軸組構法（筋かい無し）
柱頭柱脚金物（無し）
       金物（有り）

ローラー走行の幅100mmを確保

接合部詳細

金物
柱脚：S-HD20
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間柱45×105

開口部
（      枠のみ・障子なし）

接合部詳細

受け材45×105

(単位:mm)

柱・土台105×105
スギ製材E70 金物

柱脚：S-HD20

試験体B：    二層下地通気構法（JASS 15仕様）

※柱側面折返し塗り
下地も同様に折り返し

30

30

桁210×105
躯体

在来軸組構法（筋かい無し）
柱頭柱脚金物（山形     VP、ZN90）
       金物（有り）

      1019J@100
（J線、足の長さ19mm）

          430       @300

  下地板
(幅75x厚12、目透幅25mm)

留め付け方法：N50釘各2本

波形  （W-700）

既調合軽量    ：
製品名     （厚15mm）

外壁（左官仕上げ）

内壁
せっこうボード（厚9.5mm）
留め付け方法：GN32
周辺部@150、中央部@200

通気胴縁（幅45x厚15）N65釘@303

開口上下端に30mm隙間

透湿防水   JIS A 6111
      @300

1395

1715

1395

45

45

835

305

国立研究開発法人  建築研究所   防火研究グループ 上席研究員 水上 点睛

能登半島地震の火災被害調査と地震後火災への対策
～外壁の耐震・耐火一気通貫試験から見えてきたこと～

2

焼失区域

建物倒壊により車両通行不能

建物倒壊により歩行者通行不能
（地震発生前から車両通行不可の狭い通り）

令和６年１月１日16時10分頃、
石川県能登地方を震源とする地
震があり、同県志賀町で震度７、
輪島市など県内各地で震度６強
を観測した。

● 火災発生日時等

覚知時刻：令和６年１月１日
17時23分頃

鎮圧時刻：令和６年１月２日
７時30分

● 気象状況：最大風速
0.5~1.0m/s 風向 南 湿度
85％程度

● 火災原因 ：漏電火災

● 焼損棟数：約240棟

● 焼失面積：約49,000㎡

能登半島地震後の市街地火災調査 着眼点と研究計画

モルタル外壁の剥落

1/150→1/100→1/50radと変形角を増すにつれ、4.5→7→30mmと亀裂幅が拡大。1/30radで脱落。

令和６年能登半島地震では、輪島市で市街地火災が発生
した。本来、建物を火災から守るべき外壁が大規模に落下
し、内部の可燃物が露出してしまうことで、

水平加力＆加熱実験結果

能登半島地震により損傷を受けた

モルタル外壁の防耐火性能への影響

延焼が急速に進んだと考えられる。

そこでモルタル外壁を対象に、施工法の改
良が、地震後の耐火性能に及ぼす影響を明
らかにする。

モルタル外壁の施工方法の調査
日本左官業組合連合会への聞き
取り調査

面内せん断試験
現地で一般的に見られた直張り構法と、
耐震・耐久性を向上させた二層通気構法
で、層間変形角とひび割れの関係を整理

耐火試験
層間変形角（ひび割れ幅）と
耐火性能低減の関係を整理

    直張り構法

    二層下地通気構法
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B-4: 1/150rad
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B-4: 1/50rad
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この辺は浮き上がり

B-4: 1/30rad
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1 0.40
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4 0.75

5 0.60 0.80
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7 0.05 0.60 0.50 2.00
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10 3.00

A-1: 1/150rad
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A-1: 1/100rad

段差生じる
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A-1: 1/50rad
浮き上がりは5mm
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窓の下端のモルタルが

広範囲に脱落

浮き上がりは20mm

段差15mm

段差10mm

浮き上がり8mm

A-1: 1/30rad

1/50radの変形角でも最大2mmの亀裂幅。1/30radでようやく左端まで亀裂到達（幅16mm）。

水平加力実験A
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設置位置熱電対番号

加熱温度Tf-1

モルタル外壁の裏面温度TC-1

モルタル外壁の裏面温度TC-2

中空部温度TC-3

中空部温度TC-4

非加熱側表面温度TC-5

非加熱側表面温度TC-6

A-2(1/50rad) A-3(1/100rad)

亀裂幅に反比例して耐火性能が短縮。1/150radの３mmまで
は影響小さく、1/100radの4~7mmで３割減、14mmで半減。

加熱実験A

水平加力実験B
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細かい亀裂が無数に入るためか、1/100radまでは耐火性能
に大きな影響なし。2~3mmに広がると耐火性能が約半減。

加熱実験B

まとめと今後の課題

開口隅角部にて、モルタル回転
拘束により、引張力がかかり亀
裂が生じる。

耐震性・耐火性の鍵は、わずかな施工方法の改良と、日常時
の耐久性の向上にあると考え、JASS15の施工方法の普及に
力を入れる。

能登の地域産材を利用した新建材を開発する。輪島塗の強固
な下地と、七輪に見られる耐火性は、珪藻土の賜物。その根
底にある微細な気泡は耐震性を向上させる軽量化につながる。

珪藻土を混入したモルタル外壁と土壁（輪島塗の乾燥に欠か
せない土蔵の復旧）の開発で、町並み復興の一役を担う。

奥能登産出
珪藻土

これまでの特産
：七輪

珪藻土を主材とした塗材の開発
→震災で崩れた外壁を地域材で改修して町並保全

珪藻土を用いた外壁材の開発
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